
　北海道アルバータ酪農科学技術交流協

会の交流事業推進につきまして、日頃

から皆様には格別のご協力、ご支援を

いただき心より厚く御礼申し上げます。

2020年度も関係者の皆様方の多くのご

協力とご支援をいただきながら事業推進

に努めてまいりました。

　しかし、1月に始まった新型コロナウ

イルス感染症拡大により、当協会でも規

制や自粛の影響を受け、事業を大きく変

更することになりました。正に新型コロ

ナウイルスに翻弄された1年間でした。

夏に行われる予定だった東京オリンピッ

クも延期となり、５月には全国に緊急事

態宣言が出され、テレビや新聞でステイ

ホームが幾度となくアナウンスされ、行

動の自粛が強く求められました。クラス

ターやリモートワークなどの言葉が日常

生活の中に定着し、私たちはこれまでの

生活様式を大きく変えることを余儀なく

されました。

　日本だけではなく、世界中で入国制限

やロックダウンの措置が取られるなど、

世界経済にも大きなダメージを与えてい

ます。

　酪農においては、インバウンド需要の

完全消失や学校の休校による牛乳消費の

低下などの問題が発生しました。さらに

は、外食産業の営業時間の短縮や自粛の

影響はいまだに続いており、先行きが全

く読めない状況が続いています。一日も

早い新型コロナウイルス感染症の終息を

願うばかりです。

　本協会の事業においても、感染拡大防

止のために定期総会が書面開催となり、

学生の海外派遣もすべて中止となりまし

た。また、2020年酪農業界の一大イベ

ントであった全日本ホルスタイン共進会

九州・沖縄ブロック大会も中止となりま

した。本協会では、共進会において酪農

教育プログラムの開催を予定していたた

め、とても残念な結果となりました。

　しかし、このような状況の中で、新た

な取り組みも始まりました。例年、夏季

研修プログラムを実施していたアルバー

タ大学において、オンラインでのプログ

ラムを実施することになり、夏は４名、

春も４名の学生が参加しました。プログ

ラム終了時の成績が優秀な者に奨学金

５万円を支給することになり、これによ

り留学プログラムへの参加を奨励し、学

生の資質向上と国際感覚の涵養を促進す

ることができました。現地に派遣できな

かったものの、オンラインでの新たな取

り組みのおかげで、今まで経済的な理由

や留学への不安で参加できなかった学生

が、少しでも気軽に参加できるプログラ

ムを用意することができ、学生たちの報

告書からはオンラインでも充実した留学

体験ができたことが伝わりました。こう

いったオンラインでの交流により、アル

バータ大学とも新たな協力関係を構築す

ることができました。

　世界中で国際交流のあり方が大きく転

換している今、本協会としてもコロナ後

の世界を見据えた取り組みを模索し、ア

ルバータ州とのより一層の関係強化を目

指し、酪農産業の発展に資する情報の発

信や、一人でも多くの若者を世界へと送

り出すために、積極的に事業を進めたい

と考えておりますので、皆様のご支援、

ご協力をお願い申し上げます。また、本

協会の今後の事業推進にもご支援を賜り

ますようにお願い申し上げます。

北海道アルバータ酪農科学技術交流協会

会長　谷山　弘行
（学校法人酪農学園　理事長）

新型コロナウイルス感染症の
早期終息を願って

アルバータだより
北海道アルバータ
酪農科学技術交流協会
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　本協会が、令和２年度（2020年度）北海道社会貢献賞（国

際交流・協力功労者）を受賞しました。社会貢献賞は多年にわ

たり地方自治の進展、社会福祉の増進、保健衛生の向上、生活

環境の保全等に貢献し、その功績が顕著な個人・団体を表彰す

る制度です。 このうち、「国際交流・協力功労者」は、国際交

流・親善及び協力の推進に貢献し、その功績が顕著な個人、団体、

企業を表彰するものとなっており、本協会設立以来46年以上に

わたるアルバータ州との交流の功績が讃えられました。

　北海道とアルバータ州は姉妹友好提携を締結しており、2020

年には40周年を迎えています。この節目の年に栄誉ある賞を受

賞することができたのは、非常に意義深いことでした。今後も

北海道におけるアルバータ州との交流として、本協会も活動の

実績を重ねていきたいと思います。

　なお、表彰式は３月25日に北海道庁にて行われ、谷山会長が

出席されました。表彰式の様子は協会のホームページに掲載し

ていますので、ご覧ください。

アルバータ大学オンライン留学プログラム
　例年であれば、アルバータ大学夏季研修プログラムや海外農

業研修プログラムに参加する学生に対し、奨学金を支給してい

ました。しかし、今年度は新型コロナウイルス感染拡大の影響で、

現地への派遣プログラムがすべて中止となりました。代わりに、

アルバータ大学がオンライン留学プログラムを実施し、プログ

ラムの成績上位者には、奨学金５万円を支給することになりま

した。夏（2020年８月）のプログラムには４名が参加し、春（2021

年３月）のプログラムにも４名が参加しました。

　このプログラムでは、アルバータ大学の語学学校の先生や他

大学の学生とオンラインでつながり、10日間毎日１時間半、リ

アルタイムで授業を受けました。食や環境、カナダの文化など

をテーマに話し合い、語学だけでなく多様な文化について学び

ました。

北海道社会貢献賞受賞

佐藤貢・雪印乳業－酪農学園・アルバータ大学奨学金
奨学金授与式
　10月13日に酪農学園大学本館にて夏のプログラム参加者への

奨学金授与式が執り行われました。谷山会長による挨拶の後、

奨学生一人ひとりに修了証と奨学金５万円が授与されました。

　その後、参加者が一人ずつ今回のプログラムの感想や今後の

目標を英語で述べ、それぞれがこの留学を経験して感じた手ご

たえが充分に伝わってくる内容となりました。

　なお、春のプログラムに参加した学生の奨学金授与式は、４

月に行う予定です。

アルバータ大学オンライン留学プログラム参加者

農食環境学群　循環農学類 ２年 高　見　怜　凌 農食環境学群　循環農学類 ３年 石　川　なつ美
農食環境学群　食と健康学類 ２年 山　本　由　希 農食環境学群　環境共生学類 ３年 伊　藤　沙耶佳
農食環境学群　食と健康学類 ４年 井　嶋　亮　太 獣医学群　獣医学類 ５年 徳　永　七　海
農食環境学群　環境共生学類 １年 山　口　　　俊 大学院　酪農学研究科 １年 片　岡　妃　奈

【夏】 【春】

本協会の活動実績概要
アルバータ州から酪農青年研修生の受入（延べ37人）

アルバータ州の農家へ酪農青年研修生の派遣（延べ146人）

アルバータ州の大学に留学派遣（延べ84人）

研究教育者の受入（延べ８人）

研究教育者の派遣（延べ10人）

海外農業技術セミナーの開催（延べ14回、約2,000人参加）

佐藤貢・雪印乳業―酪農学園・アルバータ大学奨学金給付

（延べ52人）
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報告書（抜粋）

アルバータ大学オンライン留学プログラム

循環農学類２年　

高
たか

見
み

　怜
れい

凌
な

　私は2020年８月11日～８月22日の日程でアルバータ大学オ
ンライン留学プログラムに参加致しました。２週間弱という短
い期間ではありましたが、プログラム全体を通して、多様性の
重要性を感じた11日間となりました。まずはこのような貴重な
機会を与えて頂き、深く感謝しております。
　私は中学２年生の時にカナダの語学学校に留学した経験をも
とに、大学ではフィールドワークの多い留学に参加してより深
い知見を得たいと考えていました。しかし、新型コロナウイル
スの流行により、海外への渡航は疎か、自宅から気軽に外出す
ることもままならない状況となりました。友人との交流も浅く
なり、鬱々とした日々を過ごす中で、このプログラムに参加し
たら実際の海外留学にまでは及ばなくとも、何か得られるもの
があるのではないかと思い、参加を決めました。
　今回のプログラムは実際にカナダに行くものではなかったの
で、生活様式での文化の違いや、その国や町の自然などの特徴
を実体験として肌で感じることは難しかったです。しかし、ホ
ストファミリーや外国人のクラスメイトがおらず、24時間英語
で生活して異文化の中で暮らすという実際の留学とはかなり違
う特殊な体験ができました。
　私は今回のプ
ログラムで、実
際に渡航する留
学で得られるも
のとはまた違っ
たものを得られ
たと考えていま
す。海外留学で
は英語のみでの
生 活 に な る た
め、文法や単語のような英語力を養うというよりは、とにかく
話すこと、トライすることに重点が置かれていたように感じま
す。しかし、オンライン留学では、フィールドワークがなく座
学の授業だけなので、文法など基礎的な英語力を振り返るのに
とても有意義な時間となりました。正直に話すと、オンライン
留学では海外留学で得られるもの以上のものは得られないと私
は思っていました。しかし、海外留学とオンライン留学、どち
らが良いか悪いか、どちらが上か下かではなく、どちらにも良
い点があって、得られるものがあって、参加することで結果的
には自分の成長を感じることができました。また、このプログ
ラムで得た様々なスキルなどを使って海外留学に挑戦すること
もさらなる成長につながるのではないかと考えています。海外
留学に行かなかったとしても、オンライン留学で得たものを無
駄にしないようこれから先も精進していきます。

アルバータ大学オンライン留学プログラム

食と健康学類２年

山
やまもと

本　由
ゆ

希
き

　

　私は今回、2020年８月11日から８月22日の日程で行われた
アルバータ大学オンライン留学プログラムに参加しました。
　私がこのプログラムに参加しようと思ったきっかけは、本来
ならば夏休み期間を利用して短期留学をしようと考えていまし
たが、新型コロナウイルスの影響で海外に行けなくなってしま
い、どうしようかと考えていたところこのプログラムの存在を
知り、参加してみようと思ったことです。
　実際のプログラムは、カナダ時間に合わせるため、日本時間
の午前８時から９時半という朝早くから授業を受けていまし
た。プログラムの内容は毎日違って、カナダの食文化や多文化
社会、イベントについてなどを学び、受講者とともにディスカッ
ションを行いました。英語・海外に関して興味・関心がある同
世代の学生と意見交換ができたということは、日本にいても簡
単にできることではなかったので良い経験となりました。
　SDGsについてのことやフェアトレードについてなど、今考
えるべき環境問題についてのディスカッションは日本語でも考
えることは難しいですが、意見を出し合って交流できたことが、
今後について考えることができました。
　何度かカナダに留学している留学生と交流する機会があった
のですが、そこではカナダの文化、留学生の自国の文化を知る
ことができました。その中で一番驚いたことは、交流した留学
生の国では、初めて会った人とあいさつするときに異性だった
場合はハグをして、同性だった場合はハグはしないということ
です。私のイメージは真逆の印象を持っていたので、驚きまし
た。ほかにも、握手することやパーソナルスペースの違い、最
初に年齢を聞くことなど、日本とは違う文化があるということ
を知ることができました。
　今回の経験を通して、自分の意見を伝える大切さ、もっと英
語力を上げたいということを感じました。本来留学というのは、
外国人と様々な文化の違いから得られるものもあると感じま
す。自分の意見を誤解なく伝えるためには英語力を上げて、話
せるようになることが必要です。そして自分の国についてもっ
と知る・考えることが重要だと思いました。日本に住んでいる
からといって説明できるとは限らないということを実感し、知
らないと恥をかくと実感しました。なので、自分の国のことは
何を聞かれても答えることができるくらいになろうと思いま
す。
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アルバータ大学オンライン留学プログラム

食と健康学類４年

井
い

嶋
じま

　亮
りょう

太
た

　留学のきっかけは、私はもともと英語がかっこいいなと思っ
ており好きでした。今まで洋画や海外ラジオを聞くことが好き
で、リスニング能力には自信がありましたが、実際に英語を話
す経験があまりなかったです。そのため、実際に英語及び英語
を話す人に触れることで海外でも通用する会話力を身につけた
いと思ったことが留学のきっかけです。
　留学中に感じたのは、日本人はシャイだなということです。
固定の生徒は日本人だけでしたが、議論の時間や意見を述べる
時間に積極的に話す人は多くなかったです。逆にゲストとして
きたアルバータ大学の生徒の方は、会話の勢いが違うなと感じ
ました。その原因としては、我々日本人の留学生に、英語を話
す自信および話したいことを伝える英語力が少なかったことが
原因の一つかなと感じました。
　私に足りないと思ったのは、やはり英語を話す力でした。相
手の言っていることはほぼ聞き取れるのですが、私が伝えたい
と思うことを英語で相手に伝えるのがとても難しいなと感じま
した。今回の留学を通して英語で相手に伝える力は、ある程度
言いたいことを伝えられるようになったので上がったと思いま
す。しかし英語での会話をするにはまだまだ全く力が足りてい
ないなと感じました。そのため、日々の生活の中でも、英語だっ
たらどう伝えるかを考えながら生活することで会話力を伸ばし
ていきたいなと思っています。
　今回の留学では、目的の
一つであった英語の会話力
を身につけるという部分で
大きく進展があったかなと
思っています。実際にばっ
ちり会話できるようになっ
たということではありませ
んが、改めて自身の足りな
いところに気づく機会とな
り、改善しようと思えるきっかけにできました。
　また、カナダは多文化主義・多言語主義の国で、様々な国の
人々が交わって生活しています。日常的に多くの国の人や言語
に触れる機会がたくさんあるカナダで一度暮らしてみたいなと
思いました。海外に移住するならカナダが良いなと思うほどに
カナダは移民にも優しい国風で、人々が助け合って生きている
というお話を聞き、とてもいい国だなと感じました。今回の留
学はオンラインだからこそ気軽に参加できたところがあります
が、実際に広大な自然を持つカナダで留学生活を過ごすことが
できたらどんなに楽しかっただろうかと思っています。カナダ
は今最も行ってみたい国の一つになるほど好きになれたので、
このプログラムに参加できてよかったと感じています。いつか
Tim Hortons のドーナツを食べたいなと思っています。

アルバータ大学オンライン留学プログラム

環境共生学類１年

山
やま

口
ぐち

　　俊
しゅん

　留学目的は英語について、特にリスニングとスピーキングにつ
いて着目して強く学びたいと思っており、外国人の方とコミュニ
ケーションを取りたいと考えていたので、実際に話しコミュニ
ケーションを取ることができる機会と語学力の向上を思い、オン
ライン留学をしようと考えました。
　事前学習では、インターネット上のサイトにて動画をいくつか
視聴し、それについて課題を行いました。その他、一日１つ宿題
として課題が出され、文章または音声、ビデオ形式で提出をしま
した。
　授業は通常、一人の先生がつき、15名程度の留学生が参加
しました。授業内容は、課題が毎回課されそれについて数名の
グループで議論する形式が多く、その後議論したものをそのグ
ループの中から1,2名が全員に報告しました。その他、動画等
を見てそれについて考えを発表するものや現地に実際に留学し
ている様々な国の留学生の方々と話す、質問する場が設けられ
ました。どれについても、グループワークがメインとなってい
ました。
　今回の留学で、私は初めて実際に外国の方と面と向かって話す
機会が得られました。私は今まで外国人の方とコミュニケーショ
ンを取りたく、実際に話したいと思っていました。その中でオン
ライン留学を知り、金銭的に渡航する留学が難しいと考えていた
ためぜひ参加したいと思い参加しました。
　実際に授業が始まり、英語のみで行われる授業の難しさを実感
するとともにたくさんのことを得ることができました。主にカナ
ダのことに着目した授業であったため、日本との文化の大きな違
いや新たな価値観を見出すことができたと感じました。私の目標
であった外国人の方とのコミュニケーションについてですが、実
際の授業は日本人の同じ留学生との英語での議論が主であった
ためあまりありませんでした。しかし、10回の授業の中で２回、
他の国の実際にカナダに留学している方と話す機会があり、その
中で私は自分の中で積極的に話しにいき質問ができたと思ってい
るほか、日本との文化の違いに驚くとともにその国とカナダの違
いについても聞くことができ、とても充実した時間だと感じまし
た。
　オンライン留学についてですが、実際に海外に渡航することが
できないため文化に自分から触れることはできませんが、自宅か
ら参加できるため、その国の文化を知っていくことはでき、その
中で英語力、主にリスニング力の向上を図れる簡易留学を経験す
ることができると考えられます。短期留学など実際に海外留学の
前に参加することで、より留学を楽しめ、たくさんの事を学べる
一歩として活用できると思いました。
　このオンライン留学で自分の視野を広め、新たな価値観を見出
すことができました。多くのことを知ることができたため、今後
の私の英語学習にこの経験を繋げていきたいと思います。また、
機会があれば実際に留学をしたいと強く思いました。
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　私は２年生の春休み中の2020年２月４日から３月24日まで
の50日間、カナダのケベック州カプサンテ（Cap-sante）に
あるFerme Jacobs（ジェイコブス牧場）で実習させてもらう
ことができました。本来は４月４日までの滞在予定でしたが、
コロナウイルス流行の影響で急遽帰国が決定しました。実習期
間が短くなってしまったとはいえ、この50日間はどの日もとて
も楽しく、濃く、充実した日々となりました。
　私の実習先であるFerme Jacobsは130頭のつなぎ牛舎と
100頭程度のフレッシュが主なフリーバーン牛舎で搾乳してい
ます。秋に新たにロボット牛舎が完成予定のため、フリーバー
ン牛舎は日々増頭中です。そのためフレッシュがメインですが、
分娩後半年経っている牛、つなぎ牛舎で足の調子が悪い牛等々
も混ざっていました。牧場では家族４人と従業員６人の計10人
が働いていました。
　哺乳室と外の育成舎、育成・ドライ牛舎の牛移動は何ヶ月齢
の牛はここ、というおおよその目安はありますが、牛の頭数に
よって移動時期が変わることもあるそうです。また外の仔牛は
寒さに晒されていますが、中にいる仔牛よりも下痢などの体調
不良が圧倒的に少なく、たまに外に移動したての仔牛が体調を
崩す程度でした。外にいるほうが体調は良いということにとて
も驚きました。以前は生後３日目から外にいたそうですが、諸
般の事情により哺乳室に移動せざるを得なくなったそうです。
その結果下痢になる仔牛が増えて試行錯誤していました。
　出発前は行き先がケベック州だということもあり、英語とフ
ランス語の世界が待っていると想像していましたが、着いてみ
れば私にとっては英語とスペイン語の世界で正直驚きました。
聞けばケベック州の多くの牧場でグアテマラ人達が働きに来て
いるとのことでした。外国人を雇うのはどの国も同じなのかな
と思いました。

　英語に関しては思っていた以上に全く問題なく意思疎通がで
き、スペイン語も英語と少し似ている部分があるなと感じまし
た。フランス語は２ヶ月の間に１単語も理解できるようになり
ませんでしたが、英語と少しのスペイン語で問題なく生活でき
るのだなと思いました。
　今回の留学で学んだことは、とにかく牛の状態をどの人も細
かく見ているなということが非常に印象に残っています。ただ
歩いているのではなく蹄が伸びていないか、粘液が出ていない
か、しっかり喰い込めているか、調子悪そうにしていないか、
などを皆が常に気にしていました。牛の異常を早期発見し、即
対処していたので牧場で獣医さんを見かけることはほぼありま
せんでした。私は異常を見落としていることがあり他の人に言
われて初めて気が付いたことが何回かありとても悔しかったで
す。また、気が付いていたのに「即対処」ができておらず結果
として仔牛の状態が悪くなってしまったこともあり、この悪い
癖は直さなければならないと強く感じました。これらの経験は
今後に活かしていきたいと思います。
　カナダでの実習は想像以上に楽しく面白いことに満ち溢れて
いて、沢山のことを学
ぶことができました。
牧場の人達からまた
戻ってきてねと言って
もらえたのはとても嬉
しかったですし、卒業
後にまたカナダに行く
ことが出来ると思うと今からワクワクが止まりません。また沢
山のことを学べるように残り２年間の大学生活で沢山の知識と
技術を身に付け、少しスペイン語も勉強してみようかなと考え
ています。
　最後にこのような素晴らしい機会をくださった北海道アル
バータ酪農科学技術交流協会の皆様、受け入れてくださった
Ferme Jacobsの皆様、関わってくださった全ての皆様に心よ
り厚く御礼申し上げます。

　例年酪農学園大学本館に於いて開催している定期総会ですが、今年度は新
型コロナウイルス感染拡大防止のため、書面での開催となりました。2020
年７月13日必着で議決書をご提出いただき、以下のすべての議案について
可決されました。
◦第１号議案
　2019（令和元）年度事業報告ならびに収支決算
◦第２号議案
　2020（令和２）年度事業計画ならびに収支予算（案）
◦第３号議案
　役員の改選について
　なお、来年度の定期総会につきましても、新型コロナウイルスの感染状況
によっては、書面やオンラインでの開催となる可能性があります。詳しくは、
定期総会開催案内の書面にてお知らせします。

会費・助成金
誠にありがとうございました。
感謝をもってご報告申し上げます。（敬称略・順不同）

【団体会費】
一般社団法人北海道酪農協会、株式会社町村農場、北海
道ホルスタイン農業協同組合、雪印メグミルク株式会社、
雪印種苗株式会社、学校法人酪農学園� （以上６件）

【会　　費】
千葉喜好、相澤親、長井信之、加藤寛治、梅岡一博、泉
澤章彦、青野芳樹、田守義博、永谷芳晴、杉本和彦、
五十嵐広司、加藤源祐、安田元、伊藤智、渡辺南、小野
信次� （以上16件）

【助  成  金】　公益財団法人酪農学園後援会� （以上１件）

2021年３月10日現在
合計　1,398,000円

第48回定期総会
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2020年度　北海道アルバータ酪農科学技術交流協会役員名簿（2021年1月26日現在）

役　職 氏 名 所 属 備 考
名誉会長 鈴木　直道 北海道 知事
顧 問 小田原輝和 北海道 農政部長
会 長 谷山　弘行 学校法人酪農学園 理事長

副 会 長
高山　光男 雪印種苗株式会社 代表取締役社長
町村　　均 株式会社町村農場 代表取締役
幸田　幸弘 株式会社丹波屋 代表取締役会長

常任理事 𠮷中　厚裕 酪農学園大学 社会連携センター センター長	 ※１

理 事

戸邉　誠司 雪印メグミルク株式会社 酪農総合研究所所長	 ※２
山口　哲朗 北海道ホルスタイン農業協同組合 代表理事 組合長
檜尾　康知 日本酪農青年研究連盟 委員長	 ※３
土門　幸男 一般社団法人　ジェネティクス北海道 常務理事	 ※４
村山　昭二 とわの森三愛高等学校 元校長
安宅　一夫 酪農学園大学 名誉教授
堂地　　修 酪農学園大学 学長	 ※５
西田　丈夫 とわの森三愛高等学校 校長
石島　　力 学校法人酪農学園 常務理事
髙橋　　茂 酪農学園大学 元教授
樋口　豪紀 酪農学園大学 獣医学群獣医学類 学類長
亀岡　　笑 酪農学園大学 社会連携センター 副センター長	 ※６

監 事 近　　雅宜 公益財団法人酪農学園後援会 常務理事
瀨戸　修二 雪印種苗株式会社 経理部長	 ※７

参 与

齋藤　浩哉 雪印メグミルク株式会社 北海道副本部長
小山　久一 酪農学園大学同窓会校友会 会長
黒澤　敬三 酪農学園大学短期大学部同窓会 会長
及川　　伸 酪農学園大学 獣医学群 学群長
園田　高広 酪農学園大学 農食環境学群 学群長	 ※８
井上　誠司 酪農学園大学 農食環境学群循環農学類 学類長	 ※９
金田　　勇 酪農学園大学 農食環境学群食と健康学類 学類長	 ※10
中谷　暢丈 酪農学園大学 農食環境学群環境共生学類 学類長	 ※11
菅野美樹夫 酪農学園大学 獣医学群獣医保健看護学類 学類長	 ※12

事務局長 髙山　基樹 酪農学園大学 社会連携センター 事務次長	 ※13

※１　退任　金子　正美（酪農学園大学 社会連携センター　前センター長）　
※２　退任　池浦　靖夫（雪印メグミルク株式会社　酪農総合研究所前所長）　
※３　退任　山下　　博（日本酪農青年研究連盟　前委員長）
※４　退任　柾谷　智史（一般社団法人　ジェネティクス北海道　常務理事）
※５　退任　竹花　一成（酪農学園大学　前学長）　
※６　退任　萩原　克郎（酪農学園大学 社会連携センター　前副センター長）　
※７　退任　髙橋　哲也（雪印種苗株式会社　前経理部長）　

※８　新任
※９　退任　中辻　浩喜（酪農学園大学 農食環境学群循環農学類　前学類長）　	
※10　退任　竹田　保之（酪農学園大学 農食環境学群食と健康学類　前学類長）　
※11　退任　佐藤　喜和（酪農学園大学 農食環境学群環境共生学類　前学類長）	
※12　退任　北澤多喜雄（酪農学園大学 獣医学群獣医保健看護学類　前学類長）　
※13　退任　堂地　　修（酪農学園大学 農食環境学群　前学群長）　	
※14　退任　山下　和人（酪農学園大学 獣医学群獣医学類　前学類長）　

お知らせ

事務局長交代
　2001年から長年本協会の事務局長を務めた堂地修が、１月
26日付で酪農学園大学の学長に就任し、本協会の理事となりま
した。後任の事務局長につきましては、酪農学園大学社会連携
センター事務次長の髙山基樹が引き継ぎます。

ホームページについて
　本協会のホームページでは、学生の派遣や報告書、海外農業
技術セミナーのテキストを掲載しています。今年度は多言語対
応にするため翻訳機能を搭載し、より広く情報発信を行えるよ
うになりました。今後も協会に係る様々なニュースを発信して
いきますので、ぜひご覧ください。

第46回アルバータ州派遣留学中止
　前号のアルバータニュースでお知らせした、第46回アルバー
タ州派遣留学については、2020年9月に留学開始予定でしたが、
新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、アルバータ大学ではオ
ンラインでの授業が続く可能性が高く、また、渡航の見込みが
立たないことから、残念ながら派遣中止となりました。
　2021年3月現在もアルバータ大学ではオンラインでの授業
が続いています。
　今後対面での授業が再開された段階で、アルバータ州派遣
留学の募集を開始する予定です。その際は、本協会ホームペ
ージでお知らせします。


